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東京婦=漁学 工員 ～ 薇

ロツクギ|じ卜1ま、維 の々地出tもヽして適用されリセ山0嗜奪ttt女丁して大きな交CRのあることカツ慮めら祇て、ヽる.

6ックポ|レト0光時定の激鮮れ減寸象とする,セ山0施級ヒ候い力|ミょって交うと考たら祇る。静理寺の力学自tが

違嬌r壇が挙勤と支配するとなたられる破 o場合ゃ,型1土印`ぼ貨カラ角力t支西こする戦完の場託、【フヽ て`|よりくの

"篤争ド4子わ択てヽ る`が,刑2尺いとしてO lll質力■起すると右えうねる責山ttつヽてヽの赦討|ル嗽口〉句ヽ 。`そこ

で粘藉力t持晨な、寸也出t【おけるロックボ|レトの1年配秘果ヽ 明らがtミするため,円干タトンネ}しを守定にさせるた

めにI 手`なロツクオ詢し卜o長さと推λ間隔につ、ヽマの様型実験Ltiつた。

1.実無食方:ム

実験は図-11(示す高さ60C7t,幅10C7L′其特さ10C几977り 1レ

製0濠t“澤♂散喘くφヨえ7L4)を読め飛山としノ4益10C■のトンネルを

言髪けることしてょってならた。詢群の単位雌 量はど
=6.80「/Cだ ′肉

キツ軸東角嗜φ=3d～3 でゞある。トンネ|しの4年齢 漱は,力ηめ漁tオa蔵〔

置き,ロツ7ボルトとRでなち防止工を全ぁたトンえ|し雄乱体ヒテリ起0位

置し1言9置しフトンネル内外1轍群ttt tずつ丁寧tt論あるととttミ実き

固めを1言う。〕欠に前磯ァクリ1馘啜(蓋上し,図
-2t:示すように相tこ

土ざtる。前面アクリ|レ枚にはトンネ1し都の1熙単セ破さ取るための円乳
力鶴臀けられており,じ知ttの書協セ`タトして徐れ1散弾を薇さ黙る。ロツ

クポ|レトo量が不足する場合電扱き取る全7で出力 Lヽずる。
ロッフボ1レトは怪l rt■oァルミ緑t曰い,ア|レミ緯ttlま嵩着中tt塗

獅して聟簑洋とァルミリいとが付着するょうl〔ヒ「(。アルミ蘊ι二11散静 4ヾ1

着し怪5～7■■沐:友嗽 働が取詳て
゛
,覆わ祇「ヽ ・,颯される。従つ

て,ロツクボ|レトヒして嗜全醜 となつてヽ ろヽが,ロックボlし卜と

飛山との力Qや I)とり まヽ,ア lンミフ降し1■着 t rttti羊と史山との間で4言わ

れることし:なり,結局4勁ヾ 5～7πn程ルで,朗鴫強貞げ淀山o費痣と

同じホわし卜■議通tた。と同じ効果l持つようほ形となつてヽ`る。

源響地山は粘亮力がoであるため′永励ti果議tておが■ヽ じヽ鎚勁ヒ

て,ロッヮボ|レトだl)で11鶴鑽lを保つこと1■でき'』、ヽ。このためRT落ち

Fb■L工 が 哄雫であっが ,駅 落 ち防
止工 と tマ 1まロツクrlし 卜の如課二彩

零t与ざ∫いものて
｀
あることが料:である。こ。ためできるだけ強ルL

持「,電、`ものとするため,■尚曰1満裁o紳屯臼ヽ た`が,この力轟わ も
のでも閉合すると車憮力ヵ緊生し,中超出1大きヽ静響t与える(とが明
らがιl毎ったoで,図

-3しti寸ようにtlツクボ|レトとロッ7ボ|レトの

中間てヽコリ肌落ち由ニエlt軸力が生じなヽ よ`うtttた。このようlミする

と知冊状0日1落ち誌■工に中 渾もな、ヽ未呈蔵のRl‖動Ⅲ手求さねるo

で,辱'0.5耐 良o工4午司綺ぇ日ヽ`た。なお′短冊と短冊とlt若干
童ね苓、′隻ね合、た部分tl散詳ヵヽ らはヽ よヽうにするため為絲でカリヾ
―した。

図-1 実 薩 置

図-2 実 験歯法

図-3 ロ ツクポ|レト詳細




